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目的 眼窩周囲に発生した皮膚扁平上皮癌のうち神経周囲浸潤をきたした

症例の臨床像、治療法、治療成績を解析する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング Royal Victorian Eye, and Ear Hospital 
対象者 21 例の眼窩周囲に発生した皮膚扁平上皮癌のうち神経周囲浸潤をき

たした症例 
部位：前頭部(11 例)、眼角(3)、頬(3)、側頭部(2)、他 

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （3） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （14） 

介入（要因曝露） 外部照射単独：9 例、根治的手術＋放射線療法：3 例、保存的手術＋

放射線療法：3 例、根治的手術単独：2 例、保存的手術：1 例、無治

療：3 例 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 再発形式 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 予後 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

さまざまな治療が行われていたが予後は不良。 
14 例は 9 か月～5 年で死亡。原因は局所または頭蓋内浸潤による。

2 例のみが 14-18 年生存。 

結論 

眼窩周囲の神経周囲浸潤を呈した症例の予後は不良。放射線療法は

姑息的治療としては有効か。根治的手術は周囲正常組織もあり限ら

れた症例に適応となる。 
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神経周囲浸潤例が予後不良であることはわかるが、治療法に関する

知見はない。 
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